


近年、発達障害がある子どもへの対応が、各園での大きなテーマのひとつになっています。
保育者は発達障害をどのようにとらえ、子どもと向き合えばよいのでしょうか。おふたりの専門家のインタビューと、

発達障害がある子どもの支援を園全体で行ってきた２つの園の事例から考えます。
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　発達障害がある子どもをどのよ
うに支えるかは、多くの園で重要な
課題になっています。本誌の読者ア
ンケートからも「気になる子」が増
えていると実感している園が多い
ことが明らかになるとともに、「発
達障害があると思われる子どもの
保護者への対応について知りたい」
など、子どもや保護者にどう向き合
うか、現場の保育者が模索している
ことがわかりました。さらに、０８
年度に改訂（定）された幼稚園教
育要領※１や保育所保育指針※２でも、
特別支援教育・障害児保育の重要性
が指摘されています。

　発達障害がある子どもへの支援
は、よく「特別支援」「特別な配慮」
といった言葉で表されますが、今
回、記事では「特別なニーズ」とい

う言葉を使っています。これは、専
門家や実践を重ねる保育者のかた
がたとお話しする中で出合った言
葉です。「支援」「配慮」という保育
者からの言葉よりも、子どもの側に
視点を置いた「ニーズ」という言葉
で、このテーマに向き合うことで、
発達障害がある子どもをより理解
することができると考えました。
　特別なニーズをもつ子どもが、豊
かに育っていくために、保育者には
何が求められているのか。これから
も一緒に考えていきたいと思って
います。

「気になる子への対応」に
高い関心が寄せられている

「特別なニーズをもつ子」とい
う言葉に込めた思い

はじめに

「特別支援教育・障害児保育」を取り上げた背景

特別に支援を要する園児・障害児図１

※１　第３章−第１−２
※２　第４章−１−（３）−ウ

幼稚園 保育所

注）幼稚園の調査票では「特別に支援を要する園児」、保育所の調査票では「障害児や特別に支援を要する園児」
について聞いている。
出典）ベネッセ次世代育成研究所「第１回　幼児教育・保育についての基本調査報告書」
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特別なニーズをもつ子に寄り添う保育とは？
─特別支援教育・障害児保育を考える─

14 はじめよう！　園内研修

無理なく継続できて、要録作成にも役立つ

「保育記録」レベルアップ研修

 インタビュー 幼児教育の視点から考える
  一人ひとりの心に寄り添う姿勢が特別なニーズをもつ子への支援につながる
  国立特別支援教育総合研究所理事長　小田　豊
 インタビュー 医療の視点から考える
  正しい知識とカウンセリングマインドで特別なニーズにこたえる
  お茶の水女子大学　大学院人間文化創成科学研究科教授　榊原洋一

20 調査データ

データから見る　幼児教育

幼児の生活と子育て意識　～５年の変化～
起床時刻・就寝時刻　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20
母親の子育て意識・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21
母親の子育て意識・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

幼稚園・保育園への要望・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23
習い事をしている比率／教育費・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24

　少子高齢化､核家族化のさらなる進行､女性の社会進出、経済のグローバル化､ ITによる情
報化など、社会環境の変化が加速し、家族のあり方や親子関係を含めた子どもの成育環境に
大きな変化が起こっています。
　ベネッセ次世代育成研究所は、子育て世代の生活視点を大切にしながら､妊娠出産､子育て、
保育・幼児教育､子育て世代のワークライフバランスを研究領域として、家族と子どもが｢よく生
きる｣ための学術的な調査研究と体系的な理念の構築を行います。
　また､その調査研究成果を子育て世代を支える産科･小児科などの医療機関､保育・幼児教育
の専門家の方々に発信し、よりよい子育て環境を作る一助となることを目指します。
　さらには､調査研究ネットワークを海外へも広げ、複眼的､学際的視点から日本の次世代育成
を考えていきます。

C o n t e n t s  

ベネッセ
次世代育成研究所
とは
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 事例紹介1 特別なニーズをもつ子を支える　CASE1
  「その子らしさ」を受けとめたうえで集団生活に溶け込むベースを育てる
  葛飾こどもの園幼稚園

 事例紹介2 特別なニーズをもつ子を支える　CASE2
  保育者の「みんなで見守る」姿が周囲の子どもも育てる
  村山中藤保育園「櫻」

葛飾こどもの園幼稚園
保育者が用意した遊びの中から、子どもたちは好きなものを選びます。粘土遊びを選んだ子どもたちは、腕や顔に粘土が付くのも気にせず、自
由に作品をつくり、友だちとうれしそうに見せ合っていました。

表紙の写真
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にあります。その意味では、すべて
の保育者が発達障害についての正
しい知識をもち、子どもの様子を観
察することが求められます。
　ただし、幼児期の子どもは発達の
個人差が非常に大きいことに気を
つけなくてはなりません。例えば、
ADHDの典型である「じっとして
いられない」「自分が思いついたこ
とを一方的にしゃべる」といった傾
向は、幼児期の子どもの多くに見ら
れるでしょう。幼児期の子どもの発
達障害を判断するのは、専門家でも
容易ではありません。他の子どもと
少し違うからといって、「気になる
子」と“レッテル”をはってしまう
のは大変危険です。
　保育者に求められるのは、「発達
の途上にある幼児期は、元来、一人
ひとりが気になる存在」であるとい
う姿勢です。一人ひとり全く違う個
性やニーズをもつことを前提にし
て、目の前の子どもに合った支援を
追求するという幼児教育の原点に
立ち戻ることが、発達障害の子ども
を含め、すべての子どもにとっての
よりよい保育につながるとお考え
ください。

　発達障害にかかわる問題は非常
に難しいですから、個々の保育者に
委ねるのではなく、園全体がチーム
として取り組む必要があるでしょ
う。最初に園内で共有していただき
たいのが、発達障害をもつ子どもの
支援で大切にしたい 4つの態度で

す。これは発達障害をもつ子どもだ
けではなく、すべての子どもに対し
て大切な態度です。
　一つ目は、子どもの話を「聴く」
ことです。適当にあいづちを打って
聞き流すのではなく、「あなたの話
を真剣に聴いていますよ」という強
い印象を与えることで、子どもの中
に安心感や信頼感が生まれます。
　同時に子どもを「受け入れる」態
度も大切にしてください。すべての
子どもがもつ「自分を受け入れてほ
しい」という願望にしっかりとこた
えるのです。
　例を挙げましょう。登園後に決め
られた場所にかばんを置くという
ルールを守れない 3歳児がいまし
た。一日中、肩からさげて手放そう
としません。保育者は「邪魔になら
ないの？」などと声をかけつつ、子
どものこだわりを受け入れて無理
にルールに従わせませんでした。す
ると、3歳の終わり頃のある日、突
然自分からかばんを置いて、以後は

何の問題もなく過ごしたのです。保
育者が忍耐強く受け入れたことで、
周囲の子どもに比べて時間はかか
りましたが、本人がルールに納得し
て行動を変化させたのでしょう。
　「関心を最大に払いながら、ほ
うっておく」という態度も大切で
す。発達障害の子どもは、「他の子
どもと同じようにさせたい」という
周囲の考えから、指示や命令、叱

しっ

責
せき

を受けやすくなります。しかし、大
抵、それはよくない結果を招きま
す。子どもの自己肯定感が低下し、
成長に伴って不登校や暴力などの
二次的障害が表れやすくなるので
す。子どもが話を聞かないときな
どに注意したくなる気持ちは分か
りますが、あえてほうっておいて、
じっくりと向き合える別の場面で
伝えることも考えてみてください。
　最後に、「心の流れに添う」とい
う態度について説明しましょう。例
えば、子どもから何か質問されたと
きに、大人はつい「正しい答え」を

4つの態度を意識して
子どもの心に寄り添う

子どもの話を「聴く」
保育者自身がしっかりと心を傾けて「聴く」ことが大切。保育者が自分の話を真剣に聴
いていることを敏感に感じ取れると子どもは安心し、次第に心を開きます。

子どもを「受け入れる」
子どもにとって最もつらいのは、「自分が受け入れられていない」と感じることです。ま
ずは子どもの視点から考えるように心がけてください。

関心を最大に払いながら、ほうっておく
注意したい気持ちを抑え、子どもの気になる言動を「ほうっておく」ことも大切です。
できるだけ叱るのを控えてよさをほめることで、子どもの自尊心が高まります。

心の流れに添う
子どもの気持ちを決めつけたり、性急に正しい答えを教えたりするのではなく、子ども
が何を感じ、考えているのかを聞き出し、子どもの心に寄り添った対応を心がけてくだ
さい。

発達障害の子どもへの支援で大切にしたい「４つの態度」

特集特集

2

　近年、幼児教育にかかわるかたが
たから、「気になる子どもが増えて
いる」という話をよく聞きます。そ
の背景には、２００５年に施行された
発達障害者支援法により、ADHD
（注意欠陥多動性障害）や LD（学
習障害）、自閉症、アスペルガー症
候群などが「発達障害」として正式

に位置付けられ、広く知られるよう
になったことがあると思われます。
以前なら「少し変わっているな」と
しか感じなかったケースでも、「発
達障害かもしれない」と気になりや
すくなっていることは意識してお
く必要があるでしょう。
　実際に増えているかどうかは、研
究者でも意見が分かれています。今
のところ、人数は一定で推移してい
るものの、子どもの数が減っている
ため、「出現率」は高まっていると

いう見方が優勢ですが、これも断定
されているわけではありません。
　発達障害者支援法は、発達障害の
早期発見の重要性を強調していま
す。できるだけ早い時期から状態に
合わせた支援を行うことで、子ども
が安心できる場所をつくり出し、一
人ひとりのよさを伸ばしやすくな
るからです。
　一般に発達障害は、3歳ごろから
特徴的な言動が表れますから、保育
者は発達障害を発見しやすい立場

幼児期の子どもは本来
誰もが「気になる存在」で
あるべき

国立特別支援教育総合研究所理事長

小田　豊
おだ・ゆたか
文部科学省初等中等教育局主任視学官を経て現職。
著書に、『家庭のなかのカウンセリング・マインド』（北大
路書房）、『新しい時代を拓く幼児教育学入門』（東洋
館出版社）など。

特別なニーズをもつ子どもの支援では、保護者と連携しながら子どもが安心して過ごせる場所を
整えることが大切です。そのためには、個々の保育者に対応を委ねるのではなく、

園全体が“チーム”となって組織的に取り組む必要があります。園としての方針を固め、
保育者の間で対応を共有するには、どのようなことを大切にすればよいのでしょうか。
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所の小田豊理事長にお話をうかがいました。

インタビュー

●　●　●　幼児教育の視点から支援を考える　●　●　●

一人ひとりの心に寄り添う姿勢が
特別なニーズをもつ子への支援につながる
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　保育者のみなさんは、日々の保育
を通してすべての子どもがそれぞ
れ異なるニーズをもつことを実感
されているでしょう。そして経験や
知識をもとに、個々の子どもへの対
応の仕方を判断されているのでは
ないでしょうか。
　特別なニーズをもつ子どもへの
対応でも、基本的な考え方は同じで

す。ただし、周囲の子どもと比べて
学習や行動のパターンが異なるう
えに、個人差も大きいため、より注
意深くニーズを観察して対応する
必要があります。そのためには、発
達障害への正しい理解が欠かせま
せん。子どもの中にある行動の理由
を理解できれば、適切な対応の仕方
が見えてくるでしょう。
　２００２年に行われた文部科学省の
調査では、小学校・中学校の通常学
級に在籍する児童・生徒のうち6.3％

が発達障害がある可能性が示され
ました。発達障害には、ADHDや
LD、自閉症、アスペルガー症候群
などが含まれ、それぞれに特徴的な
言動があります（６ページ図１）。
　発達障害がある子どもの言動に
ついて知識を深めることで、保育者
はそのような子どもの「見立て」が
できるようになります。見立てと
は、例えば、「こんな行動が見られ
るから、ADHDの可能性を考えた
方がよいかもしれない」などと仮定

正しい知識による「見立て」で
適切な対応がわかってくる

お茶の水女子大学
大学院人間文化創成科学研究科教授

榊原洋一
さかきはら・よういち
東京大学医学部卒業。東京大学医学部附属病院小
児科を経て現職。専門は小児科学や小児神経学、発
達神経学で、とくにADHDやアスペルガー症候群をは
じめ、発達障害の臨床研究に力を入れている。著書に
『図解 よくわかるADHD』『図解 よくわかる自閉症』
（ナツメ社）、『集中できない子どもたち―ADHDなんでも
Q&A』（小学館）など。

特別なニーズをもつ子どもの中でも、注意欠陥多動性障害（ADHD）やアスペルガー症候群といった
発達障害がある子どもは、周囲の子どもと比べて行動パターンが異なるため、

適切な対応が難しいという園も少なくないようです。
発達障害がある子ども、そしてその保護者への対応では、どのようなことに配慮すればよいのでしょうか。
医師として発達障害の研究に取り組むお茶の水女子大学教授の榊原洋一先生にお話をうかがいました。

インタビュー

●　●　●　医療の視点から支援を考える　●　●　●

正しい知識とカウンセリングマインドで
特別なニーズにこたえる
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◎幼児期は、人格の基盤を形成する非常に大切な時期です。そのような意

義深い仕事に携わっていることに自信と誇りをもってください。ふだんから一

人ひとりの気持ちに寄り添うことを大切にする保育者のみなさんは、きっと

発達障害の子どもにも適切に接することができると思います。保護者のかた

がたの気持ちを受けとめ、手を取り合いながら取り組みを深めていただけれ

ばと思います。

のみなさんへ現場

教えるという気持ちで子どもに接
しがちです。しかし、大人から性急
に答えを示すのではなく、まず「あ
なたはどう思うの？」と聞いてみて
ください。きっと、大人には考えつ
かない答えが返ってくるでしょう。
子どもの言葉に耳を傾け、子ども
の心のありようを知ろうとする態
度が、「心の流れに添う」ことです。
それは子どもを深く理解するため
にとても大切です。
　とくに発達障害の子どもは、知的
に問題のない場合が多いため、他の
子どもとは異なる心の動きをする
ことが見逃されがちです。ADHD
や LDなどの子どもの多くは、何
をするべきかを理解しているけれ
ど、できないという自分に対して強
いいら立ちを感じています。例え
ば、あなたが利き手ではない方の手
に軍手をつけて一定時間内に文字
の書き取りを指示されたとします。
きっと思い通りに手が動かないこ
とに焦り、いら立つでしょう。子ど
もの心の動きに注意を払い、寄り添
うことで、一人ひとりに合った支援
が見えてきます。

　保護者への対応も、園としての一
貫した方針をもつ必要があります。
　発達障害の子どもの保護者は、乳
幼児期から「少し変わっているかも
しれない」などと気づいている場合
が多く、それとなく保育者に相談す
ることがよくあります。そのような
とき、発達障害の可能性を認識し

ている保育者が、「大
丈夫ですよ」「このま
ま見守りましょう」な
どと伝えることが少な
くありません。こうし
た言葉は安心させたい
という気持ちの表れで
あっても、あまりよい結果を招きま
せん。なぜなら、「相談に向き合っ
てもらえなかった」と不信感を抱か
れることもあれば、「先生が言うの
なら大丈夫だ」と安心させて、より
よい支援法を見つける機会を先送
りしてしまうこともあるからです。
保育者が園での様子を伝え、「一緒
に支援を考えていきましょう」とい
う態度を示すことで、保護者がひと
りで悩みを抱え込まずに済みます
し、連携して効果的な支援を行うこ
ともできます。
　さらに発達障害をもつ子どもの
保護者に共通するのが、「よい親で
あらねばならない」という強いプ
レッシャーにさいなまれているこ
とです。発達障害は育て方には起因
しませんが、「しつけが悪かったの
では」といった自責の念をもつ保護

者がとても多いのです。当然のこと
ではありますが、発達障害にかかわ
る対応のほかは、他の子どもの保護
者と同様に接し、「無理する必要は
なく、みなと同じように“普通”の
親であっていい」というメッセージ
を伝えることは、保護者にとっては
大きな励みになるでしょう。
　繰り返しになりますが、幼児教育
の原点に立ち戻って一人ひとりの
ニーズに合わせた支援を追求する
ことが、結果的に発達障害の子ども
への有効な支援に結びつくことを、
保育者のみなさんは心に留めてお
いていただきたいと思います。それ
は、教科の到達目標に向かって指導
する小学校以降の教育とは違って、
一人ひとりの心に寄り添って個性
を伸ばしていく幼児教育だからこ
そできることでもあるのです。

「一緒に考える姿勢」を
保護者に示す
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◎特別なニーズをもつ子どもに対し、保育者のみなさんは「自分なり」のや

り方を見つけて対応されていると思います。なかなか時間がないとは思いま

すが、園内研修などを通して個々の経験を共有してください。そのように横

につながれば、子どもの見方がさらに広がってより良い対応ができるようにな

り、園全体の保育の質は高まっていくはずです。

のみなさんへ現場

　次に、発達障害がある子どもの保
護者への対応について考えたいと
思います。
　現代日本では少子化によって、子
育ての経験が減っています。初め
ての子どもだときょうだいと比べ
ることができませんから、保護者
が発達障害の可能性に気づきにく
くなっているのは当然と言えるで
しょう。そのため、毎日たくさんの
子どもを見て、「3歳児ならこれく
らいはできるだろう」といった物差
しをもつ保育者の存在が重要にな
ります。
　発達障害はデリケートな問題で
すから、保護者への情報の伝え方に
は細心の注意を払わなくてはなり
ません。発達障害が疑われる場合で
も、「発達障害があるようですから
病院で見てもらってください」など
と断定的に言うのはいけません。こ
の場合、保護者は「自分ひとりで問
題を背負い込まされている」と感じ
たり、「園から追い出されるかもし
れない」と思って防御的になったり
して、その後の連携が難しくなりま
す。
　まずは、発達障害という言葉を使
わず、「集団の中でじっとしていら
れない」「なかなか保育者の指示が
理解できない」などと、具体的な問
題を伝えます。クラスに入って保護
者にも見てもらうか、難しい場合は
保護者から許可を受けたうえでビ
デオ撮影してもいいでしょう。実際

の場面を見てもらえば、保護者の納
得は得られやすくなります。
　同時に、園ではどのような対応や
指示、また環境づくりをしているか
を具体的に説明しましょう。そのう
えで、「それにもかかわらず、うま
くいかない」と話せば、保育者の努
力は伝わるでしょう。
　このような段階を経て、はじめて
発達障害の可能性に言及し、専門家
への相談をすすめます。このとき
も、「保育者として、お子さんにど
のように対応すべきかを知りたい
ので」などと、協力的なスタンスを
保つことが大切です。時間が許せ
ば、保育者も同行するとよいでしょ
う。保護者は安心し、さらに相互の
信頼関係も深まるでしょう。

　発達障害がある子どもとその保
護者に向き合う際には、つねに相手
に受容的な態度を示すカウンセリ
ングマインドを大切にしてくださ
い。そして、その前提として、保育
者には発達障害に関する正しい知
識も必要になってきます。

　周囲の大人の対応によって、発達
障害のある子どもの育ち方が大き
く変わるのは前述した通りです。特
に幼児期は社会生活の経験が少な
いため摩擦を起こしやすいのです
が、適切な対応を続ければ、子ども
は成長に伴って周囲とのかかわり
方を学んで問題を起こしにくくな
ります。
　そのことを伝えるのは、保護者に
とっては励みにも重圧にもなり得
るでしょう。保育者が、ともに子ど
もの成長を支えるパートナーとい
う姿勢を一貫して示すことで、きっ
と保護者の重圧は和らぎ、前向きな
気持ちで子育てに向かうことがで
きるはずです。

子どもの成長を支える
パートナーという姿勢で

園での様子を具体的に伝え
保護者と信頼関係を築く
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して考えることです。発達障害の可
能性を念頭に置くことで、保育者は
発達障害に関する書籍や研究例な
どから対応のヒントを考えること
ができるようになります。ただし、
注意したいのは見立てはあくまで
も仮定であり、“レッテル”をはる
こととは大きく異なるという点で
す。大人の視点から決め付けてしま
うのではなく、常に子どもの立場に
寄り添うように心がけたいもので
す。

　発達障害は生まれつきのもので
あり、しつけが悪いことが原因では
ありません。ただし、周囲の対応の
仕方によって行動の表れ方は変わ
ります。周囲の大人の対応の違いに

より、ADHDの子どもがどのよう
に発達するかを調べた研究があり
ます。いつも叱っていると状態が悪
化する傾向がありますが、子どもの
気持ちを受け入れて育てると、次第
に問題行動は少なくなります。
　発達障害がある子どもへの対応
で何より心がけなくてはならない
のが、「障害を治す」というスタン
スを取らないことです。発達障害
は「治さなければならないもの」で
はなく、「違い」ととらえる必要が
あります。「問題」は、子どもの中
にあるのではなく、子どもの行動に
よって起こる周囲との摩擦の中に
あるのです。
　そう考えると、いかに摩擦を起こ
しにくい環境を整えるかが、対応の
ポイントになることを理解してい
ただけるのではないでしょうか。発

達障害の種類によって異なります
が、例えばADHDの場合、「なる
べく最前列の中央に座らせる」「視
覚や聴覚の刺激が入りやすい窓際
や入口近くは避ける」といった対応
によって、問題となる行動が表れに
くくなります。
　摩擦が見られたときでも、子ども
には決して悪気はありませんから、
頭ごなしに注意することは避けた
いものです。
　また、周囲との摩擦は、子どもで
はなく周囲の大人がかかわること
でも軽減できる、という視点も重要
です。子どもが力を発揮できる環境
で育つことで、次第に自尊感情は高
まり、周囲の子どもとのかかわり方
も学んで、特有の行動が表れにくく
なります。

「病気」と思うのではなく
「違い」ととらえる

発達障害の特徴や対応のポイント図１

発達障害の名称 症状の特徴 園での対応の例

・不注意（物事に集中できず、忘れっぽい）
・多動性（落ち着きがなく、じっとしていられない）
・衝動性（衝動的な行動やとっぴな行動をとる）

注意欠陥
多動性障害
（ADHD)

・最前列の中央に座らせる。窓際や入口付近など雑音が聞こえる
場所は避ける
・ルールや目標は見えやすい位置に掲示する
・活動を短く区切って途中に小休止を入れる
・子どもが話を聞かないときは、声に加え、肩をたたくか手にさわ
るなどして合図する
・問題行動は「叱る」のではなく、「注意する」（「水を出しっ放しに
しちゃダメ！」ではなく、「水を出しっ放しにしない約束だよね」）

・言葉の理解や使い方が独特（たとえ話が分から
ない、人の話を聞くのが苦手）
・相手の気持ちやその場の状況を読み取るのが苦手
・興味や関心が狭く特定のものにこだわる（物事
の順序にこだわるなど）

アスペルガー症候群
（知的な遅れやことばの
遅れはない）

・言葉の発達に遅れがある
・相手の気持ちやその場の状況を読み取るのが苦手
・興味や関心が狭く特定のものにこだわる（物事
の順序にこだわる、同じ動作を繰り返すなど）

高機能自閉症
（知的障害が軽いかまっ
たくない自閉症を指す）

・みんなで座って話を聞く場面などでは、なるべく保育者の近くに
座らせる
・子どもの気持ちが落ち着かないときの「避難場所」となる部屋や
空間（狭い場所を好むことが多い）を用意しておく
・指示する前に、「よく聞いておいてね」などと、注意を促す
・予定の変更があるときは、直前ではなく、早めに伝える

※読み書きや計算などの能力の習得が困難な「学習障害（LD）」の症状は、小学校に進んでから表れやすい。
※アスペルガー症候群と高機能自閉症は、言語能力の遅れの有無以外に大きな違いはなく、同じ障害ととらえる専門家もいる。  
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　特別なニーズをもつ子どもで、
ゆっくりとしたかかわりが必要で
あると園と保護者との話し合いで
判断された子どもは、入園後、小グ
ループ活動に参加します。子どもた
ちは登園後の小グループ活動を中
心に園生活を送り、徐々に保育時間
を延ばしていきます。2学期以降、
園生活に慣れてきたら、みんなと同
じ時間帯を過ごすようになります。
　各クラスには 3名の担任がおり、
うち１名が小グループ活動に入り
ます。小グループ活動には、ほかの
園児が遊びにくることも多く、５、
６名の保育者と10～ 15名の子ども
が活動に参加します。この小グルー
プ活動について担当の鶴巻直子先

生が説明します。
　「感触遊びや粗大運動などの身体
接触を多く取り入れた遊びの場を
設定しています。自分で遊びを選ん
だり、仲間をつくるのはなかなか難
しいため、子どもの興味を踏まえて
保育者がいくつか遊びの場を考え、
ゆったりとかかわっていきます」
　大まかな方針は年度初めに話し
合い、今年度は歌やリズムにかかわ
る活動に力を入れています。わらべ
歌を歌ったり音楽に合わせて体を
動かしたりする活動は、平行遊びで
あっても仲間と一緒という雰囲気
を感じられるよさがあります。
　それでも、子どもが途中で活動か
ら外れたり、興味を示さなかったり
することもあります。そのようなと
きは、子どもの様子から「今、何を
求め、必要としているのか」をじっ
くりと時間をかけて感じ取ります。
そして、その子どもに合う遊びの
場を小グループ活動以外の場につ
くったり、保育者を介して同じ興味
をもつ子どもと遊んだりします。
　「クラス活動では全体を見ること
に追われがちですが、小グループ活
動では一人ひとりに焦点を絞れま
す。言葉だけでなく表情や態度から
も、気持ちや感情、興味、さらに成
長などを読み取れて、次に何を必要
としているかを感じとることがで
き、一人ひとりの可能性を広げやす
くなります」（鶴巻先生）
　子どもの中に、自分が認められ、

受け止められているという安心感
や信頼感が広がっていきます。小
グループ活動は、一人ひとりの子ど
もが保育者と気持ちをやりとりし、
「その子らしさ」を表現できる場と
して機能しているのです。

　保護者とは、入園前、子どもの様

園長

加藤和成先生

小グループ担当

鶴巻直子先生

「小グループ活動」で特別なニーズをもつ子とじっくり向き合う

❸終盤は歌や絵本の読み聞かせなどを行い、
仲間とともに過ごす楽しさを伝える。

❷慣れてきたら、子どもの気持ちを尊重しつつ、
グループ遊びを取り入れる。

❶登園してすぐの時間はそれぞれの子どもが
自由に遊び、保育者は状態をよく観察する。

小グループ活動の流れ気持ちを受け止めることで
安心感や信頼感をはぐくむ

小グループ活動の意図を
保護者に丁寧に伝える
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　日常の中で自然物とふれ合うこ
とを大切にする葛飾こどもの園幼
稚園。樹木が生い茂る園庭では、子
どもたちがうさぎやにわとり、アヒ
ル、カモなどの動物にふれたり、夏
には上半身裸で泥んこ遊びをした
り、思い思いに過ごしています。
　さまざまな違いをもつ子どもが
かかわり合う環境をつくることも
園の方針の一つで、縦割りのクラス
編成で異年齢保育を行うと同時に、
特別なニーズをもつ子どもの積極
的な受け入れを行ってきました。現

「その子らしさ」を受けとめたうえで
集団生活に溶け込むベースを育てる
葛飾こどもの園

そ の

幼稚園（東京都・私立）
さまざまな子どもがかかわり合うことを大切にする葛飾こどもの園幼稚園。
年齢の異なる子どもや特別なニーズをもつ子どもが一緒に遊ぶ過程で、
お互いを尊重する気持ちを育てています。特別なニーズをもつ子どもには、
一人ひとりに合わせたさまざまな保育場面を経ながら
安心して集団生活に溶け込んでいけるようにしています。

在、１３８名の園児のうち、特別なニー
ズをもつ子どもは１８名、各クラス
に 3～ 4名がいることになります。
　こうした環境の中で子どもたち
はどのようにかかわり合いながら、
ともに育つのでしょうか。加藤和成
園長先生が次のように説明します。
　「集団の中にさまざまな子どもが
いるとお互いの違いを明確に感じ、
共に生活するために考える場面が
多くなります。動き回る子どもに
よって活動が中断させられること
もありますが、こんな時こそ保育者
の働きによって、お互いを知り、近
づくチャンスにもなるのです」
　例えばリレーで足の不自由な子

どもがいるグループが負
け続けると、周囲の子ど
もから「○○ちゃんがい
るから勝てない」といっ
た声があがることがあり
ます。このとき保育者は、
周囲の子どもの悔しい気
持ちを受け止めた上で共
に考えていきます。
　「負けて悔しいよね。

でも、○○ちゃんは大切な仲間だよ
ね。なにか良い方法はないかな。○
○ちゃんにダンボールの車に乗っ
てもらって、みんなで引っぱるのは
どうかな？」など、日常生活の中で
共に活動するために柔軟に考えて
いくのです。
　補聴器を使う子どもを見て、周囲
の子どもが不思議がるときも、保
育者はきちんと説明します。「○○
ちゃんは小さくしか音が聞こえな
いけど、これを付けるとみんなの声
が大きく聞こえるんだよ。眼鏡と一
緒だね」などと伝え、一人ひとりの
違いを理解するように促します。
　こうした保育に欠かせないのが、
保育者が特別なニーズをもつ子ど
もの気持ちや特徴をしっかりと把
握していること、そして十分な信頼
関係を築いていることです。そのた
めに登園後１時間、特別なニーズを
もつ子どもたちにねらいを合わせ
た“遊びの場”をつくります。この
小グループ活動の時間は、子どもの
気持ちをきちんと受け止め共感す
る場として大切にされています。

特別なニーズを
もつ子を支える

CASE1

「違い」から生まれる衝突を育ちのチャンスにする

季節感を大切にした園庭では、年齢の異なる子どもたちが一緒に
遊びをつくり出している。

子どもの本音を大切にして
一緒に解決策を考える
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　村山中藤保育園「櫻」が、特別な
ニーズをもつ子どもの支援に本格
的に取り組み始めたのは、１９８３年
のことです。当時園長を務めていた
高橋保子先生（現・理事長）は、そ
の理由について次のように話しま
す。　
　「すべての子どもは、自ら育とう
とする力を、心や体の中に秘めてい
ます。そして、その力を伸ばす手助
けをするのが保育者の役割です。し
かし、私たちは、特別なニーズをも
つ子どもたちに対して、自ら育とう
とする力を伸ばすような支援が本
当にできているだろうか。そんなふ
うに悩むことが少なくありません
でした」
　子ども自ら育とうとする力を信
じて支援するには、子ども一人ひと
りのニーズを的確に把握するとい
う作業が欠かせません。
　「特別なニーズをもつ子を理解し
支えていくには、まず、保育者が子

保育者の「みんなで見守る」姿が
周囲の子どもも育てる
村山中

な か

藤
と う

保育園「櫻」（東京都・私立）
村山中藤保育園「櫻」では、保育者みんなで一人ひとりの育ちを支えることを
大切にしています。特別なニーズをもつ子に関しては、みんなで指導計画を立て、
指導方法を共有し、見守ります。そんな姿を見て、まわりの子どもたちも、
特別なニーズをもつ子への接し方を自然に学び、思いやりの心をはぐくんでいます。

どもの発達や障害について正しい
知識をもつことが必要なのでは？
　子どもを育てる立場にいる以上、
『知らない』では預かれないはず
……私はそう考えたのです」
　高橋先生は、まず子どもの発達や
障害についての専門的な知識を職
員全体で共有することから始めま
した。また、子どものニーズを正確
に把握するため、積極的にセミナー
や勉強会に参加して実践例を学ん
だり、ときには専門家に直接相談に
行ったりしました。
　「当時は今と比べて、まだ情報が
少なかった時代。少しでも知識や指
導のヒントを得るために、医師や大
学の研究者のところに足繁

しげ

く通っ
ていました」と、高橋先生は振り返
ります。
　こうした活動の中から培われて
きたのが、外部の専門家との太いパ
イプです。現在園では、自閉症研究
や障害児教育の専門家に来園して
もらい、自分たちの子どもの見方や
指導のポイントが適切なものかど
うか、アドバイスをいただいていま

す。
　園では、病院との連携も深めてき
ました。特別なニーズをもつ子ども
が入園してきたときには、保護者の
了解を得たうえで、子どもの主治医
と面談をすることもあります。医師
が子どもの状態をどのように捉え
ているか、集団生活を過ごすうえで
どんなところに気をつけてほしい
と考えているかを、面談によって
しっかりと把握し、園での保育に生
かします。
　また、子どもが療育センターなど
で訓練を受けている場合も、その施
設のスタッフと面談をして、どんな
観点で指導や訓練を行っているか
について話を聞いています。

特別なニーズを
もつ子を支える

CASE2

子どものニーズを的確に把握し、自ら伸びようとする力を支援

自ら育とうとする子どもの力を
支えたい気持ちが出発点

園では、学年単位での活動の時間と、異年齢集団
による縦割りの時間を設定。さまざまなニーズをも
つ子ども同士が一緒に活動する機会を多く設ける。
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子に気になることがあれば十分に
話し合い、必要に応じて小グループ
活動への参加をすすめます。
　「入園前、小グループ活動に対し
て周りの子どもから隔てるような
イメージをもつかたもいます。しか

し、子どもによってはゆっくりと気
持ちを伝え合う小グループ活動の
体験が必要であることを、何日か遊
びにきてもらいながら丁寧に説明
していくと、大半の保護者のかたは
納得されます」（園長先生）

　入園後は、送迎時や連絡ノート、
父母会などで日々の活動や子ども
の育ちを伝えます。話すことが得意
ではない子どもの場合、園での様子
が伝わりにくいため、特に保護者へ
の丁寧な報告を心がけます。

　小グループ活動が終わる１０時頃
から園庭で体操が始まり、特別な
ニーズをもつ子どももクラスに集
まります。体操に参加せず、まわ
りで見るだけの子どももいますが、
「みんなでお弁当を食べられるよう
になってから体操に誘おう」など
と、合流のタイミングや接し方が担
任の間で共有されています。
　体操のあとは、3名の担任がそれ
ぞれ遊びの場を考え、子どもは好き
なコーナーで遊びます。遊びの内容
は、なるべくどのような子どもでも
入りやすいように配慮されていま
す。例えば水遊びが好きで教室を水
浸しにする子どもがいれば、屋外で
水遊びをするコーナーを設置し、ま
た、ひとりでの砂遊びにこだわる子
どもがいれば、砂場の近くにおまま
ごとコーナーを設置します。興味の
対象が自分の遊びにしかない場合
でも、他の子どもに「○○ちゃんか
ら砂をもらおうね」などと声をかけ
ることで子ども同士がかかわる場
面をつくります。

　すべての子どもたちがともに認
め合い、生活するうえで何より大切
なのは、「保育者がすべての子ども
に分け隔てなく自然にかかわるこ
と」と、園の先生がたは口をそろえ
ます。例えば、特別なニーズをもつ
子どもには、「周囲の子どもと同じ
ことをさせよう」ではなく、「この
子どもにとっては何が楽しみなの

か」と、一人ひとりの違いを認めて
接します。すると、その気持ちは周
囲の子どもに伝わり、自然に相手を
受け入れていく雰囲気が生まれま
す。保育者の働きを通して、子ども
たちがお互いの違いを理解し、尊重
し合う関係が育まれているのです。

葛飾こどもの園幼稚園 ◎１９５３年、キリスト教の教会に付設された幼稚園。
「自由主義保育」を掲げ、子どもが自然にふれ合い
ながら自分で遊びをつくり出す自由な活動を重視。昭
和３０年代に開始した林間保育（自然の中でのお泊ま
り保育）も特色の一つ。

園長 加藤和成先生

所在地 〒124 -0012　　
 東京都葛飾区立石2丁目29番6号

園児数 １３８名（３歳～５歳児）

工作や泥遊び、動物とのふれ合いなど多様な遊び
を用意。別のクラスのコーナーでも遊べるなど、自
由な雰囲気を重視する。

子どもたちがともに遊ぶ環境をつくる「コーナー活動」

遊びのテーマや環境に配慮し
一体感を演出する



特集特集
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　今年初めて特別なニーズをもつ
子どもを担当する野口文先生は、ほ
かの保育者と意識を共有できるこ
とのメリットをこう説明します。
　「例えば、『自分で食事できるよう
になる』ことを目標にしている子ど
もがいるとします。ほかの先生がた
もその目標を知っていますから、気
がついたときは『フォークはこう

　専門家とのつながり、保育者同士
のつながり以上に、園が大切にして
いるのが、子ども同士のつながりで
す。副園長の若山望先生は、　「どん
なに保育者と子どもの間で信頼関
係が築けたとしても、その関係は子
どもが卒園すれば終わってしまい
ます。一番大切なのは子ども同士の
つながり。まわりの子どもがその子
を理解し、支える関係を築くことが
できれば、その関係は小学校や中学
校でも続きます」と強調します。
　そのうえで保育者が配慮してい
るのが、特別なニーズをもつ子ども
への言葉のかけ方です。周囲の子ど
もは、保育者が特別なニーズをもつ
子どもとどうかかわっているのか
を見ることで、その子とのかかわり
方を学ぶからです。特別なニーズを
もつ子を担当して５年目の山口暁
子先生は、次のように説明します。
　「子どもが大きな声を出したと

き、『ダメ！』と叱るのではなく、『○
○ちゃんは、今こんなイヤなことが
あったから大きな声を出しちゃっ
たんだね』と、子どもの気持ちを代
弁するようにしています。『ダメ！』
と叱ると、まわりの子も『あの子は
大声を出すダメな子』という認識を
抱くようになります。気持ちを代弁
することで、まわりの子どもも『今、
どんな気持ちなのかな？』と、その
子の立場に立って考える力が育っ
ていくのです」
　現・理事長の高橋先生は、保護者
に対して「気になる子どもと一緒に
いることで、すべての子どもに思い
やりの気持ちが育ちます。いろんな

子どもが共にいることで、一人ひと
りが心豊かに育っていけるのです」
とよく話すそうです。自分で靴を履
けない子どもがいたら、まわりの子
どもがすっと靴箱から靴を取り出
して履かせてあげるなど、友だちが
困っているときには自然と手助け
ができる。子どもたちには、そんな
心が育っています。
　保育者みんなで特別なニーズを
もつ子どもを的確に理解し、見守
り、そしてその姿を見て、他の子ど
もたちが思いやりの心をはぐくむ。
村山中藤保育園「櫻」が大切にして
いるのは、人とのつながりの中での
育ちです。

やってもった方がいいよ』と子ども
に話しかけられます。担任だけでは

見きれないところを、ほかの先生が
フォローすることができるのです」

村山中藤保育園「櫻」 ◎１９６６年に開園。「人間が人間らしく育つ」ことを
保育理念に掲げ、異年齢保育や食育教育などにも
力を入れている。園内に子育て支援センターを設置。
育児相談や子育て講座などの子育て支援事業にも取
り組んでいる。

園長 若山剛先生

所在地 〒208-0003　　
 東京都武蔵村山市中央1-28

園児数 232名

保育者の声かけや対応が、まわりの子どもの思いやりの心を育てる

保育者の言葉のかけ方を
まわりの子どもは見ている

◎廊下やトイレの入口の壁には、友だちと仲良く居
心地のよい生活を送るためのルールやマナーを表現
した写真や絵がたくさん貼られ
ている。言葉だけでは十分に伝
わらないことも、ビジュアルを
通すと、より子どもに伝わりや
すくなる。

自ら伸びる力をサポートするための工夫

特集特集
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　村山中藤保育園「櫻」では、担任
に任せきりにせず、保育者みんなで
一人ひとりの子どもの育ちを支え
ることも大切にしています。
　園では月に１回、ＭＥ（Medical 
Education の略）会議を開いていま
す。この会議の目的は、特別なニー
ズをもつ子ども一人ひとりについ
て、今どんな部分が気になっている
かをみんなで話し合うこと。それま
での１ヵ月間の振り返りと、次月の

会議までの１ヵ月間の指導目標や
指導方法、配慮しなくてはいけない
ことを指導計画案としてまとめて
いきます。さらにその内容は、１週
間、１日と短期間の計画・目標へと
落とし込まれていきます。
　毎月の会議に参加するのは園長
や副園長、担任、そして、特別なニー
ズをもつ子を重点的に援助してい
る担当者などです。現在園には特別
なニーズをもつ子どもは８名いま
すが、そのうちの３名に担当者が１
対１で付いています。
　会議では、担任や担当者が子ども
の様子を報告しますが、ほかの保育
者からも「園庭でまわりの子とこん
なことをして遊んでいたよ」とか、
「以前はイヤなことがあると泣いて
ばかりだったけど、最近は自分の思
いを言葉にできるようになったね」
といった発言がどんどん出てきま
す。保育者全員で子どもの育ちを支
えようという意識があるため、担当
者が一人で抱え込むのではなく、み
んなが一緒になって子どもを見て
いるのです。

　こうして、複数の保育者による多
様な視点から子どもの状態や必要
な手立てについて話し合うことで、
担任や担当者は、客観的でバランス
のとれた計画を立てられます。

毎月の会議
・１ヵ月を振り返る
・今後１ヵ月の指導計画を
　立てる

１週間の
計画を立てる

主任または副園長が助言を行う

１日の
指導計画を立てる　

１日の
結果を書く

全体で

担任・
担当で

担任・
担当で

担任・
担当で

振
り
返
り

落とし込み

落とし込み

振り返りを翌日
の指導計画へ
生かす

担当者

山口暁子先生

担当者

野口文先生

副園長

若山望先生

保育者同士の横のつながりを強め、みんなで子どもを支える

毎月の会議で立てられた月間の指導計画
は、週ごとの計画→１日ごとの計画と、落
とし込むことで、具体的で、実行しやすい
計画になる。定期的に振り返りを行うこ
とで、次の指導計画に生かすことも可能。

指導計画の立案の流れ
～小目標への落とし込みと振り返りを重視～

保育者みんなで
１ヵ月の指導計画を立てる

担任、担当者が参加するＭＥ会議。一人ひとりの
子どもの指導計画をじっくりと話し合う。

生活習慣など、一つひとつの項目ごとに保育
を振り返り、次月の計画に生かす。



記録をとって、園内研修で共有する「２つのSTEP」

STEP1　記録する

深める

一人ひとりの保育者が保育記録を取り、子どもの成長や
変化の記録を蓄積し、子どもの見方を深めていきます

その内容を園内研修で共有することにより、保育記録
のメリットが園全体に及びます

STEP2　園内研修で共有する

152010

　そのように保育記録は、子どもへ
の理解を深めるとともに、自らの保
育を振り返り、課題を見つけるきっ
かけになるなど、保育者の成長を促
すさまざまな効果が期待できます。
さらに、園内研修などを通して記録
を共有することにより、保育者が共
通の見通しをもち、園としての方針
を固めていくこともできます。

　しかし、多忙な中ですべての子ど
もの保育記録を付けるのは、保育者
の負担が大き過ぎると考える園も
あるのではないでしょうか。その点
について、神長先生は次のように話
します。
　「心に残ったいくつかのエピソー
ドをそれぞれ 2、3行にまとめるだ
けで立派な保育記録になります。1
日の流れを細かく記すのではなく、
あとから読み返してその場面を思
い出すことができればよいのです。

これなら、あまり時間や労力はかか
らないでしょう」
　保育記録の習慣化により、むしろ
仕事の流れがスムーズになる効果
も期待できます。東京成徳大学准教
授の塩谷香先生が説明します。
　「保育記録は、要録や指導計画の
作成、また園内研修や自己評価にも
活用できます。これらの業務をバラ
バラに考えると負担感が大きいで

すが、『要録の記入項目を意識した
保育記録にする（※）』『保育記録で
分かった課題をもとに指導計画を
作成する』など、それぞれのつなが
りを意識することで業務は効率化
しますし、計画から実践、振り返り
までの一貫性も高められます」
　次ページからは、ポイントを押さ
えて高い効果の得られる保育記録
の具体的な書き方をご紹介します。

■保育記録と園の活動の関係

・教育課程
・保育課程

・指導要録
・保育要録

保育所のみ
・児童票

・保育者の自己評価
・保育の実践改善

・指導計画
・園の自己評価

・園内研修

保育記録
・個人記録
・保育日誌・
実践経過記録

まとめ

実践

園の目標とする子どもの姿
（保育理念）

計
画
作
成

目
指
す

子
ど
も
の
姿

※保育記録の要録への生かし方の具体例を１７ページでご紹介しています。

保育記録の導入で
業務の負担がより小さくなる

こんなにある！　保育記録のメリット
保育記録は、一人ひとりの保育者、そして園全体にさまざまなメリットをもたらします。

保育者にとって

一人ひとりの
子どもへの
理解が深まる

日々の
保育の改善に
つながる

要録作成など
他の業務に
活用できる

園にとって

園全体に
保育者の成長が
もたらされる

子どもの見方や
園の方針が
共有される

園内研修が
より充実する
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　保育をより良いものにしていく
ために有効に活用したいのが、日
常的な子どもの姿や保育者の思い
などを記録する「保育記録」です。
２００８年の保育所保育指針の改定に
より、幼稚園だけでなく、保育所で
も「要録」の作成が義務づけられ、

年間を通した保育の振り返りがま
すます重要になりました。しかし、
日々の実践の振り返りである保育
記録の作成は、保育者全員の取り組
みとする園もあれば、個々の保育者
に委ねる園もあるなど、園ごとに取
り組みの違いが大きいようです。東
京成徳大学教授の神長美津子先生
は、保育記録の重要性について次の
ように説明します。

　「保育は子どもへの瞬時の対応の
積み重ねです。一つひとつの対応を
『それきり』のものとして終わらせ
ず、記録として書き残すことで、『子
どもにとって、どのような意味が
あったか』『自分と子どもの関係は
どう変わったか』『次に同じ場面が
あったときはどうすべきか』など、
いろいろな視点から振り返り、保育
の質を高めていくことができます」

はじめよう！　園内研修

無理なく継続できて、要録作成にも役立つ

「保育記録」レベルアップ研修Vol.2
日々の保育記録の大切さは理解しているけれど、忙しくてなかなか徹底できない――このような悩みを抱える保
育者は少なくないかもしれません。しかし、ちょっとした工夫により、業務の合間の時間を利用してポイントを押
さえた保育記録を作ることは可能です。また「要録」や指導計画を作成する下準備となり、長い目で見ればむし
ろ負担を小さくすることになるのではないでしょうか。

東京成徳大学

神長美津子教授

東京成徳大学

塩谷香准教授

保育者の成長を促し
園の教育目標も強化

保育記録の習慣化によって
子どもの見方が深まり、成長を見逃さない



無理なく継続できて、要録作成にも役立つ「保育記録」レベルアップ研修Vol.2

はじめよう！ 園内研修
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園の見取り図に書いた保育記録の記入例　　５歳児クラス自由遊びの場合

月間でまとめた保育記録と要録への生かし方例　　友だちに一方的に命令していたA児（５歳）の場合

かき氷店
材料

〈月ごとの保育記録例〉 〈要録例〉

※１８ページの神長先生のアイディアのイメージ図です。

「4 つのポイント」を踏まえた保育記録の記入例

POINT
短い記録でも

1,2,3 のポイントを
入れて書くと
子どもの変化が
よくわかります。
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　子どもの姿が具体的に見えやすい記録ほど、あとから
保育の改善に結び付けることができます。事実のみを記
録する「日誌」のようにならないように、子どもの言葉
や表情、全体的な印象、保育者の思いなどを具体的に記
し、感情や気持ちも記録することを心がけましょう。ま

た本人の姿だけでなく、保育者が用意した環境やまわり
の子どもとのかかわりに注意して記録する（１７ページ
上の例を参照）ことで、あとから子どもの成長や変化の
様子がよく分かり、要録の作成に役立つようになります。

保育記録をレベルアップさせる
４つのポイント

S T E P 1

なかなか書き始められないときは…
　慣れないうちは、何を書くべきか迷うことがあるかもしれません。しかし、そのように考えるこ
と自体にも大きな意味があります。書くために考える作業を通し、子どもの心に改めて出合うこと
ができるからです。実際の保育の場面では気づかなかったことに、書きながら気づいて次につなが
る援助が見えてくるでしょう。
　最初は「無理に要点を絞ろうとせずに状況を細かに書く」「時系列に沿って書く」「保育者が子ど
もの情報を聞き合う（記録を読み合う）」の3点を心がけると、記録することに慣れてくると思います。

1

2

3

4

援助する前の
子どもの姿

具体的な
援助の内容

子どもの
反応や変化

今後の課題や
援助

神長先生
からの
アドバイス

●子どものどのような姿から、その援助をすることを決めたかを書きます。
その際、周囲の状況も含めて書くと、要録の作成などに活用しやすくなり
ます。例えば、「砂遊びをしていた」よりも、「ひとりで夢中になって穴を掘っ
ていた」「ほかの子どもと楽しそうにトンネルを作っていた」といった記録
の方が、あとから子どもの姿を振り返りやすくなります。

●保育者がどのような声かけや環境づくりをしたかを具体的に書きます。
想定する反応や変化も書けば、保育者のねらいとのギャップが分かり、次
の援助につなげやすくなります。

●保育者の援助に対し、子どもの見せた反応や変化を記録します。言葉だ
けでなく、表情や視線、全体的な印象、しぐさや行動などもあわせて書き
ましょう。例えば、「嫌い」という言葉は、実は関心の高さの裏返しである
ことが多いなど、必ずしも言葉だけでは気持ちが表されないからです。

●「どうしてそうなったのか」「次は何をしたらいいか」などと、子どもの
心に寄り添って考え、今後の課題や援助を検討します。必要に応じて、保
護者との連携も考えると良いでしょう。



無理なく継続できて、要録作成にも役立つ「保育記録」レベルアップ研修Vol.2

はじめよう！ 園内研修

192010

　保育者が保育記録を作成することに慣れてきたら、互
いに情報を交換する園内研修を定期的に実施しましょ
う。子どもの実態や課題を共有し、園としての方針を強

化していくことができます。ここでは、保育記録を活用
して効果的な園内研修を行うためのポイントをご紹介し
ます。

保育記録を活用した園内研修で
保育力を向上

S T E P 2

園内研修の　ポイント

●担任が園内で共有したい子どもの記録を学期ごとなどに
整理します。日々の記録は「点」ですが、一定の期間を通
して見ることで「線」として変化が見えてきます。

子どもや保育者の良い面に目を向けて話す
●子どもや保育者のマイナス面ではなく、プラス面に目
を向けましょう。特に保育者は年齢や経験などにかかわ
らず、お互いの考えや意見を認め合えると、研修は活性
化してより有意義なものになります。

インフォーマルな情報交換も大切に
●園全体で実施する「フォーマル」な園内研修のほか、
休憩時間や作業時間などに保育者が子どもについて会話
する「インフォーマル」な情報交換も大切。こうした雑
談のような情報交換が自由に行われる雰囲気があると、
園内研修での意見交換も活発になります。

●整理した記録を持ち寄り、みんなで記録をもとに話し合
います。さまざまな経験をもつ保育者が子どもの変化を共
有することで、担任が気づかなかった点が指摘されるなど、
子どもの見方をより深めたり、新たな発見をする機会にな
ります。

要録の作成に生かすには●初めて要録を作成する保育者は、要録の「下書き」を作成して研修に持ち寄ることができれば、子どもの情報を共
有すると同時に、他の保育者からのアドバイスを通して要録の作り方を学べます。

園内研修の進め方
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保育記録の様式を少し工夫するだけで、短時間で記録できたり、子どもの姿がと

らえやすくなったりします。神長先生、塩谷先生、そしてベネッセ次世代育成研

究所の磯部頼子顧問が幼児教育の現場で担任を務めていたころに実践していた方

法や他園の事例でよかった方法をご紹介します。

保育記録
“アイディア集”

　～わたしの担任時代～

記録しながら園全体で情報共有　〈塩谷先生より他園の事例〉	

連絡帳を複写式にして保育記録に活用　〈塩谷先生のアイディア〉

ひとりずつ時系列に記録して成長をみる　〈磯部先生のアイディア〉	

日案の環境図を活用して視覚的に記録　〈神長先生のアイディア〉

　職員室に環境図や園児の名前の
入った表をはっておきます。クラス
をみていた担当者それぞれが、その
日、気になったことや心に残ったこ
となどを書いた付箋紙をその表には
り付けていきます。

　保護者への連絡帳には、子どもの
姿や成長の様子がたくさん書かれま
す。連絡帳が複写式なら、写しは立
派な保育記録になります。保護者に
伝えにくいことなどは余白に書き込
んで補完します。

　大学ノートの２、３ページごとに
１人ずつ、子どもの名前のラベルを
はり、時系列に気になった言動を書
いていきます。目立った行動や気に
なる行動があるときに、日付ととも
に書いておくと、あとから振り返り
やすくなります。

　日案の見取り図（環境図）の余白
に気になる子どもの姿などを記録す
る方法です。「あの子は、今日、砂
場で遊んでいたな」などと、場所の
イメージとともに子どもの姿を思い
出して記録します。（17ページ参照）

こんな効果が期待できます
●自分が見ていないときでも子ども
の様子がわかる
●自分が気づかなかった子どもの見
方を共有できる

こんな効果が期待できます
●保育記録と連絡帳を同時に記述で
きる
●連絡帳は頻繁に書くものなので、
継続的な記録になる

こんな効果が期待できます
●記録の偏りが分かり、もっと目を
かけるべき子どもがわかる
●一人ひとりの子どもを時系列に記
録することで成長がわかりやすい

こんな効果が期待できます
●具体的な場所のイメージがある
と、子どもの姿を思い出しやすい
●周囲の環境とのかかわりを記録し
やすい



★子育て意識をたずねたところ、５年前から引き続き９割
以上の母親が「子どもがかわいくてたまらない」「子どもを
育てるのは楽しくて幸せ」「子どもと遊ぶのはとてもおもし
ろい」と思うことがあると答えています。一方、「子どもがわ

ずらわしくていらいらしてしまう」「子どものことでどうした
らよいか分からなくなる」などの子育てに対する否定的な
感情は、５年前より減少しており、子育てへの不安感が弱ま
ってきた傾向がうかがえます。

母親の子育て意識図2

注１　「よくある」＋「ときどきある」の％。　　　注２　母親の回答のみ分析。

■ 05年（2,258人）　　■ 10年（2,839人）

（%）10010 20 30 40 50 60 70 80 900

子どもを育てるために
がまんばかりしていると思うこと 37.9

37.1

子どものことでどうしたらよいか
分からなくなること 54.7

59.5

子どもに八つ当たり
したくなること 55.8

58.8

子どもがわずらわしくて
いらいらしてしまうこと 56.3

60.9

子どもが将来うまく育っていくか
どうか心配になること 62.5

66.0

自分の子どもは結構
うまく育っていると思うこと 77.6

77.6

子育てによって自分も
成長していると感じること 78.9

80.7

子どもと遊ぶのは
とてもおもしろいと思うこと 92.3

91.1

子どもを育てるのは
楽しくて幸せなことだと思うこと 93.3

93.5

子どもがかわいくて
たまらないと思うこと 97.9

98.1

肯
定
的
な
感
情

否
定
的
な
感
情

あなたは最近、子育てについて次のようなことをお感じになることがありますか。Q

子育てへの不安感は、
５年前より減少傾向にある

212010

Data

★平日の起床時刻を聞いたところ、2010年は約80%の子
どもが７時半頃までに起床し、また約75%の子どもが21
時半頃までに就寝することがわかりました。５年前と比べる

と、７時半頃までに起床する子どもが約８ポイント、21時
半頃までに就寝する子どもが約４ポイント増えており、早寝
早起きの傾向が進んでいます。

起床時刻・就寝時刻図１

幼児の生活と子育て意識
～５年の変化～

データから見る
幼児教育

ベネッセ次世代育成研究所では、2010年3月に、首都圏の未就学児をもつ保護者約3,500名を対象に「幼児の生活アンケー

ト」を行いました。ここでは、園児の生活習慣や保護者の要望を中心にご紹介します。園だよりや保護者会などでの話題提

供の資料としてご活用ください。

調査名　第４回幼児の生活アンケート
調査テーマ　乳幼児の生活の様子、保護者の子育てに関する意識と
実態
調査対象
第3回調査（2005年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6ヵ月～6歳就学前
の乳幼児をもつ保護者2,980名（配布数7,200通、回収率41.4%）
第4回調査（2010年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6ヵ月～6歳就学前
の乳幼児をもつ保護者3,522名（配布数7,801通、回収率45.1%）
※いずれも分析対象は、１歳６ヵ月～６歳就学前の乳幼児をもつ保護者

調査方法　郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収）
調査時期　第3回調査　2005年3月　第4回調査　2010年3月
備考　※調査項目は経年比較が可能なように配慮した。

今回ご紹介するデータの調査概要

早寝早起きの傾向が進んでいる
お子さまは平日、何時頃に起きますか。夜、何時頃に寝ますか。Q

■ 引用・掲載する際のお願い　
本調査の結果を引用される際には「ベネッセ次世代育成研究所 『第４
回幼児の生活アンケート」と記載してください。
詳細の結果はベネッセ次世代育成研究所ホームページをご覧ください。
http://www.benesse.co.jp/jisedaiken/
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★ここでは、母親の子育て観に関する意識について、５年
間で変化がみられたものをご紹介します。
少数派の意見ではありますが、約１０ポイント増加ともっ
とも大きな変化がみられたのは、「わがままを言ったら、厳
しく叱りつけるのがよい」と答えた比率でした。「文字や数
はできるだけ早くから教えるのがよい」と答えた比率も増

加しており、文字や数の学習への意識も高まりつつあるよ
うです。
また、「子どものためには、自分ががまんするのはしかたな
い」「母親がいつも一緒でなくても、愛情をもって育てれば
いい」と答えた比率も増加しており、母親の子育てに対す
る意識に変化がみられました。

■ A.子育ても大事だが、自分の生き方も大切にしたい
■ B.子どものためには、自分ががまんするのはしかたない

05年（2,258人）

10年（2,839人）

61.7 37.0

55.0 44.4

母親の子育て意識図3

注１　無答不明があるため、Aの意見とBの意見の数値を合計しても100％にはならない。　　　注２　母親の回答のみ分析。

（%）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

■ A.子どもが３歳くらいまでは母親がいつも一緒にいた方がいい
■ B.母親がいつも一緒でなくても、愛情をもって育てればいい

05年（2,258人）

10年（2,839人）

61.7 37.1

56.3 43.2

■ A.わがままを言ったら、厳しくしかりつけるのがよい
■ B.わがままを言ったら、分かるまでやさしく言い聞かせるのがよい

05年（2,258人）

10年（2,839人）

27.4 70.6

37.2 61.0

■ A.文字や数はできるだけ早くから教えるのがよい
■ B.文字や数は子どもが関心を持つようになってから教えるのがよい

05年（2,258人）

10年（2,839人）

16.2 82.6

22.6 76.8

幼児の生活と子育て意識　～５年の変化～データから見る
幼児教育

子育てに関するＡとＢの２つの意見のうち、あなたのお気持ちに近い方は
どちらですか。どちらかといえば近い方の意見に○をつけてください。

Q

厳しく叱る意識をもっていたり、
文字・数の学習に熱心な母親が増加している

22

Data

★園への要望を幼稚園・保育園別に集計したところ、５年
前と比較して、幼稚園では「知的教育」についての要望が
6.4ポイントともっとも増加していました。また、保育園では、
「保育終了後のおけいこ事」や「自由な遊び」などを求める声

が増えています。
一方、幼稚園・保育園ともに５ポイント前後下がっているのは、「保
護者同士が交流できるような支援をしてほしい」でした。保護者
同士の交流を園に望む人は、５年前より減る傾向がみられました。

幼稚園・保育園への要望図4

■ 05年・幼稚園（689人）　　■ 10年・幼稚園（1,132人）　　■ 05年・保育園（360人）　　■ 10年・保育園（646人）

幼 稚 園 保 育 園

注１　「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。　　注２　子どもが通園している母親の回答のみ分析。　　注3　母親の回答のみ分析。

現在通っている幼稚園・保育園について、あなたは次のことをどう思いますか。Q

保護者の要望として、幼稚園へは知的教育を
保育園へはおけいこ事が増加している

（%）100100 90 9080 8070 7060 6050 5040 4030 3020 2010 100

集団生活のルールを教えてほしい

子どもに友だち付き合いが上手になるような働きかけをしてほしい

子育て相談ができる場所になってほしい

保育の時間を長くしてほしい（または延長保育をやってほしい）

自由な遊びを増やしてほしい

家族が病気の時に、預かってほしい

保護者同士が交流できるような支援をしてほしい

知的教育を増やしてほしい

保育終了後におけいこ事をやってほしい

子どもが病気の時に、預かってほしい

52.9

52.4

14.5

37.5

50.9

38.8

79.8

76.5

62.5

50.7

56.5

50.6

14.7

43.9

51.3

36.9

80.9

77.1

60.2

46.1

33.3

71.4

57.0

47.1

35.7

71.6

62.8

80.2

77.8

50.0

33.3

74.3

53.4

59.9

52.0

43.6

83.6

77.3

69.5

56.5
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特別支援・障害児教育を取り上げた

今号はいかがでしたか？「幼児期は、

誰もがみな気になる存在であるべき」「発達障害の子ども

の気持ちを受け入れて育てると、次第に問題行動は少なく

なる」という先生の言葉が印象的でした。これからも現場

に役立つ情報をお届けするため、みなさまのご意見・ご感

想などをお待ちしております。（橋村）

編 集 後 記

次号は2011年1月下旬発刊（予定）
年３回の発刊（予定）です

2 0 1 1 ● S p r i n g

上記の刊行物はすべてホームページからご覧いただけます。

http: //www.benesse.co.jp/ jisedaiken/

ベネッセ次世代育成研究所からの発刊物のご案内

ベネッセ次世代育成研究所各種検索エンジンで
「ベネッセ次世代育成研究所」と検索してください。

Ａ４判　２４ページ

◎新しい保育所保育指針、幼稚園教育
要領でも「食育」の重要性が挙げられ
ています。大澤力先生のインタビューと
園の実践事例などから、園と家庭が連
携し、子どもが意欲的に食にかかわれる
食育活動について考えています。

特集

家庭と連携した
食育活動のあり方とは

発行人 新井 健一
編集人 後藤 憲子
印刷・製本 （株）協同プレス
企画・製作 ベネッセ次世代育成研究所
発行所 （株）ベネッセコーポレーション　
 〒１０１-８６８５　東京都千代田区神田神保町１-１０５
 神保町三井ビルディング

編集協力 （有）ペンダコ／二宮良太
撮影協力 ヤマグチイッキ

「これからの幼児教育を考える」2010秋号
2０１０年9月２０日発行 次号予告

幼児教育・保育に関する発刊物

◎０歳から就学前までの子
どもの成長発達と保育者の
かかわりや、幼児の言動の
意味と援助のポイントをまと
めました。

Ａ４判　１１２ページ

保育所での
子どもの発達と
保育のポイント

©ベネッセ次世代育成研究所　◎無断転載を禁じます

◎４、５歳児の遊びの事例
を５９サンプル収集し、遊び
に含まれる学びの可能性や
保育者のかかわりを分析し
ました。

Ａ４判　７２ページ

幼児の遊びにみられる
学びの芽

◎全国の幼稚園・保育所を
対象に、幼児教育・保育の
実情と課題を調査から明ら
かにしました。

B5判　１６０ページ

第1回 
幼児教育・保育についての
基本調査報告書
（幼稚園編・保育所編）

Ａ４判　２４ページ

◎今後の動きが注目される幼保一体化
について、その課題や展望を汐見稔幸先
生と無藤隆先生の巻頭対談でとりあげま
す。また、幼保公私さまざまな立場のかた
からの寄稿から新しい幼児教育を考えて
います。

インタビュー

幼保一体化と
新しい幼児教育

Ａ４判　２４ページ

◎保育者が自らの保育を振り返り、気づ
きを得られるような「園内研修」とは？　
秋田喜代美先生のインタビュー、大豆生
田先生のＱ＆Ａ、園内研修の具体的な手
法を実践事例とともに紹介しています。

特集

保育者の資質を高める
園内研修とは

Ａ４判　２４ページ

◎園と保護者が互いに協力関係を築き、
子どもの健やかな育ちを見守っていくた
めに、園ではどのような働きかけを行う
とよいのでしょうか。子安増生先生のイ
ンタビュー、公私立幼稚園・保育所の
事例を紹介しています。

特集

保護者の成長を促す
園の支援とは

Data

★習い事をしている人の比率は、５年前と比較して約10ポ
イント減っていました。また、習い事・おけいこ事などにかけ
る金額は「1,000円未満」が約１２ポイント増加、ついで

「1,000円～5,000円未満」も増加し、5,000円以上かける
という回答は減少しています。世の中の経済状況の影響が
習い事・おけいこ事にもあらわれているのかもしれません。

習い事の状況図5

1人あたりの教育費図6

（%）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

（%）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

■ している　　■ していない　　■ 無答不明

05年（2,297人）

10年（2,918人）

05年（2,297人）

10年（2,918人）

■ 1,000円未満
■ 10,000円～15,000円未満
■ 25,000円～30,000円未満

■ 1,000円～5,000円未満
■ 15,000円～20,000円未満
■ 30,000円以上

■ 5,000円～10,000円未満
■ 20,000円～25,000円未満
■ 無答不明

57.5

47.4

42.3

52.2

0.2

0.4

23.3 37.2 18.1 9.1 4.6

3.7

1.7 1.4

0.8

11.7 33.0 22.9 12.6 7.9

3.9

4.4

2.3

1.4

お子さまは現在、習い事・おけいこ事をしていますか。
（幼稚園・保育園で有料で習っているものや、塾・通信教育を含みます）

Q

現在のお子さま１人にかかる
１ヵ月あたりの塾・通信教育・習い事・絵本・玩具等の費用はいくらですか
（幼稚園・保育園で有料で習っているものは除きます）

Q

幼児の生活と子育て意識　～５年の変化～データから見る
幼児教育

習い事をしている人の割合も
その金額も５年前より減少傾向
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※通話料無料
※番号をよくお確かめのうえ、おかけください。
※携帯番号・PHSからもご利用できます。 
※上記番号に接続できない通信機器・回線の場
合は、086-214-6337へおかけください（た
だし通話料がかかります）。

2 0 1 0  ●  A u t u m n

0120-933-964
10：00～17：00（日曜・祝日は除く）受付時間

お問い合わせ先

表紙／裏表紙　
東京都　●　葛飾こどもの園幼稚園
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調査データ データから見る　幼児教育

連載 はじめよう！ 園内研修特集




